
市政に関する地域座談会実施報告書 

 

 

開 催 日 時 平成２１年８月４日（火）午後７時３０分～午後９時１０分 

会   場 八鍬公民館 出 席 者 数
    ３１人

(男２９・女２) 

地域座談会の内容（市長講話・質疑応答の内容等） 

【市長講話】 

公約に掲げた集落座談会の実施状況や今後の予定を説明した。当該地域がさ

くらんぼの主産地であることから、農業の活性化と農産物のブランド化の必要

性を「大阪でのトップセールス」の状況説明を交え協力を要請した。 

 また、資料「平成２１年度寒河江市の予算について」により、①景気雇用対

策②少子化対策③産業の活性化④財政の健全化を中心にその取り組みを説明し

た。 

 

【質疑・応答】 

１(質問：60 代男性) 

①農産物のブランド化の内容 

②八鍬１号線と 2号線の進捗状況 

（回答：市長） 

①現在の農業はブランド化を推進していくことが重要である。具体的には紅秀

峰のピーアールや新たな作物のブランド化を中心とするソフト事業である。ま

た、今後、寒河江の園芸試験場と協力する等西村山地方と連携を図り、ブラン

ド化を進める必要がある。 

②１号線については今年度用地買収と移転補償を行い、その後、２号線に進ん

で行きたい。 

２（質問：５０代男性） 

①市立病院の医師不足と看護師の充足度について 

②陵西中学校学区の小学校の生徒減少に伴う統合に対する考えについて 

（回答：市長） 

①山形大学や県にも派遣をお願いしているが、医者の絶対数が少ないこともあ

り難しい問題である。今後、県立河北病院や市立病院との役割分担をして市民

ーズに応えることも検討していかなければならないと考えている。市立病院へ

バスの停車場を設置するなど環境整備も行っている。 

②かつて田代小学校の統合を進めた経過がある。この問題では地元の了解が不

可欠であり、今後、地元の皆さんとともに子どもに対する教育環境を考え、話

合いをしながら進めていく必要がある。ただ、学校は地域の拠点になっている

ので、数字だけでは判断できない。地元と十分に協議していく必要がある。 



３（質問：６０代男性） 

①地域情報化に関するアンケート調査の回収状況と、どの位の数字が出ると実

施するのか。数字が出なくとも実施してほしい 

（回答：市長） 

① 実施するとすれば２億円位の事業費になる。補助制度もあり市でも申し込ん
でいるが全国的にも競争相手が多い。現在市の負担額も少なくなる方策もあ

るので検討中である。 

 

４（質問：７０代男性） 

①市道認定基準に満たない道路であっても生活道については市長の特認事項に

該当させて欲しい。具体的には、建設課を経由してお願いする。 

②地域担当制を全市的に実施してほしい。 

（回答：市長） 

①道路の使用状況にもよるが、生活道については除雪している。場所的に対応

が異なるので具体的な話を聞いて検討していきたい。 

② 他自治体でも実施している例があるが全てうまくいっているとは限らない。
当面は田代・幸生地区だけで行い、３カ年ぐらいで結果を出していきたい。

今後は結果を見て検討する。 

 

５（質問：６０代男性） 

①国道１１２号と国道２８７号の交差点から北方向の国道２８７号の歩道が非

常に狭く（自転車が通るのがやっと）、冬期間車道を除雪するとその排雪により、

歩道が歩行不可能となる。改善してほしい。これまで要望したことはない。 

②中学校給食はいつからスタートするのか 

（回答：市長） 

①国か県か管理状況を調査し、現場確認の上管理者に要望するなり、対応して

いきたい。 

②給食は２年以内、再来年の４月からスタートしていきたい。しかし、方式に

よってはもう少し時間も要することも出てくることも考えられる。 

現在、自校方式、センター方式等その手法を検討中である。また、あわせて教

育振興計画に盛り込んで行くことが必要であり教育委員会が検討中である。 

 

６（質問：５０代男性） 

①当地区の警鐘台が老朽化している。是非消防ポールを設置してほしい。 

②寒河江市には高い建物も多いので梯子車を導入してほしい。 

（回答：市長） 

①今年度は本楯地区を予定している。来年度以降に検討していきたい。 

②広域消防は１市４町で設置している。導入となれば他町の賛同も必要となる。

必要性はあるが課題も多い。今後も理解を求めていきたい。 

 



７（質問：６０代男性） 

①西村山の合併に対する考えは 

（回答：市長） 

①選挙の公約でも示しているが避けて通れないと考えている。合併に対する優

遇措置は来年３月で切れる。最終決定は住民投票で推進派が勝てるようにしな

ければ実現しない。合併相手の理解が不可欠であり、そのために個別の事業な

どで連携を図りながら機運を高めるなど、地道に取り組み努力していく。 

 

後日回答 

５（質問：６０代男性） 

①国道１１２号と国道２８７号の交差点から北方向の国道２８７号の歩道が非

常に狭く（自転車が通るのがやっと）、冬期間車道を除雪するとその排雪により、

歩道が歩行不可能となる。改善してほしい。これまで要望したことはない。 

（回答：市長） 

①国か県か管理状況を調査し、現場確認の上管理者に要望するなり、対応して

いきたい。 

（回答：建設課） 

①ご質問の箇所は国道２８７号の側道として整備された歩道であり、道路管理

者の山形県村山総合支庁西庁舎道路計画課の担当者のほうに、地域座談会で話

し合われ、要望があったことを伝えました。 

 

 


